
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８９

基盤研究(C)

2014～2011

大規模な注釈つきコーパス分析のための直感的コーパスツール開発

Development of an Intuitive Corpus Tool for Analysis of Large-Scale, 
Fully-Annotated Corpora

１０２５８２０４研究者番号：

Ａｎｔｈｏｎｙ　Ｌａｕｒｅｎｃｅ（Anthony, Laurence）

早稲田大学・理工学術院・教授

研究期間：

２３５０１１１５

平成 年 月 日現在２７   ６ １６

円     3,800,000

研究成果の概要（和文）：この研究の最終目的はコーパス分析ソフト「AntConc」に新たな機能を加え、大規模な注釈
つきコーパスをより簡単に分析できることである。よって、コーパス利用者の多くのニーズに対応することができる。
この目的を果たすため、３つの目標を設定した。目標１：「AntConc」をPython言語で書き直し、より簡単に機能を加
えることができ、操作性を高める。目標２：「AntConc」の利用するデータベースを再設計し、１０億語のコーパスを
市販のノートパソコンで処理できるようにする。目標３：新しいタガーツールを作成し、短文レベルや文書レベルでの
テキスト処理を可能にする。研究結果として各目標をほぼ確実に実現した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project was to redesign and add new functionality to the AntConc 
corpus toolkit so that it could respond to the increasing demands of corpus linguists for sophisticated 
tools that can handle very large, fully-annotated corpora in an easy and intuitive way. To this aim, all 
three core goals of the project were completed: 1) AntConc has been completely re-written in the Python 
programming language making it significantly easier to add new functionality and a much improved user 
experience; 2) AntConc has been redesigned with a novel backend database to allow it to process massive 
annotated corpora of over 1 billion words on a standard laptop computer; 3) New modules have been created 
to allow users to easily process texts at the sentence and/or discourse level.

研究分野：教育工学
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1.研究開始当初の背景 
(1) コーパス言語分析の結果によって、言語
理論の発展、新言語指導法・学習法、便利な
辞書・教科書そして効率の良い・正確な翻訳
方法ができた。 
 
(2) 一方、近代のコーパス研究ではコーパス
そのものが益々大きくなり、注釈つきのコー
パスが主流となった。この変化により、２つ
の大きな課題が現れた。１つ目はソフトウェ
アの限界である。現在、パソコンで使えるソ
フトウェアは１００万語以下のコーパスに
対応できているが、これ以上のコーパスにな
ると分析処理が遅くなり、ソフトウェアその
ものがクラッシュすることがある。また、多
くのパソコンで使えるソフトウェアは注釈
つきのコーパスに対応していないので、この
ようなコーパスを分析したい場合、ブラウザ
ーを通して公開されているもののみ分析で
きる。 
２つ目の問題はコーパスデータに注釈を付
けるソフトウェアの使用法と操作性である。
現在、多くのタガー（注釈を付けるソフトウ
ェア）が存在しているが、実際に使えるまで、
関連ソフトウェアのダウンロード、辞書設定、
コマンドラインでの起動指令などの複雑な
手順に従うことになる。よって、研究者以外
のコーパスに興味のある者（教員・学習者な
ど）はほとんど触れていない。その上、世界
一の正確さのあるタガーをブラウザー上で
使うことが多いのでファイル数の多いコー
パスに品詞タグまたは文書レベルの注釈を
付けたい場合、ほぼ不可能になる。 
 
(3) 上で説明したとおり、多くのコーパスツ
ールはコーパス学者（研究者）をターゲット
にしているが、コーパスの普及により、コン
ピューターに慣れている教員・学生・言語学
者以外の者にも使える分かり易いコーパス
分析ソフトウェアが必要となる。 
 
２． 研究の目的 
この研究では３つの目標を設定した。 
(1) 過去に開発した世界基準となるコーパス
分析ソフトウェア「AntConc」を Python 言語
で書き直す。よって、Python のオブジェクト
適応性と構文により、新機能をより簡単に加
えることができる。また、Python に対応して
いる高度なインターフェース設計環境が存
在しているので、研究者・教員・学習者など
のコンピューターに自信がないユーザーに
対応できる分かり易いインターフェースが
作成できる。 
(2)「AntConc」のバックエンドデータベース
（内蔵されているデータベース）を再設計し、
一般人の持つノートパソコンで１０億語以
上の大規模のコーパスを分析できるような
ソフトウェアにする。 
(3)「AntConc」と同様なワンクリック起動出
来るタガー（注釈を付ける新ソフトウェア）

を開発する。よって、多くの研究者・教員・
学習者などのコーパス利用者が小・中・大規
模のコーパスに品詞タグや文書レベルでの
注釈を付けることができる。 
 
３．研究の方法 
(1) 新バージョンの「AntConc」の開発環境の
以下の通りでした： 
 
言語：Python 2.7.6  
インターフェース設計環境：PyQt 
プログラミング環境：Eclipse (Juno) + PyDev 
コンパイラー・パケジャー：PyInstaller 
 
Python と PyQt での開発により、新バージョ
ンの「AntConc」が以前のバージョンとどうよ
うに Windows、 Macintosh OS X そして Linux 
コンピューターで使うことができた。 
 
(2) イギリスのランカスター大学の研究者の
協力を得て、多くの実験・テスティングを元
に「AntConc」のバックエンドデータベースと
して、HDF5 技術と Sqlite 技術を使い、融合し
たデータベース構築（通称 AntHDF5）をした。
HDF5 と Sqlite が両方ポータブル （持ち運び）
のものであるので、AntConc」も以前のバージ
ョンと同様にポータブルになる。 
 
(3) イギリスのランカスター大学の研究者の
協力を得て、上記で説明した「AntConc」開発
環境で複数の言語対象のポータブルタガー
を同時に開発した。 
 
３． 研究成果 
(1) 新バージョンの「AntConc」：図１は開発
された「AntConc」のファイル表示ツールのス
クリーンショットを示す。開発された
「AntConc」には簡単に開発できるモジュール
が含まれ、以前のバージョンのツールバーに
表示される。よって、ソフトウェアの拡張性
が増してくる。開発された「AntConc」は
Windows、 Macintosh OS X そして Linux コン
ピューターで「ネイティブアプリ」として使
える。 

 

図１ 「AntConc」のスクリーンショット 
 
(2) 「AntConc」のバックエンドデータベー
ス：新バックエンドデータベースの効果を調



べるため、いくつのテストを行った。表１に
は以前のバージョンの「AntConc」と新バージ
ョンの「AntConc」のスピードを比較するテス
ト結果が示されている。このテストでは
Brown Corpus と British National Corpus (BNC)
での"the"（コーパスの一番頻度の高い単語）
を各バージョンで検索し、コンコーダンス結
果を表示するまでの時間を図った。表１で示
すようにAntHDF5のデータベース構築により、
以前のバージョンの「AntConc」と比べ、新バ
ージョンでは千倍以上の検索スピードを得
ることができた。 
 
表１ 「AntConc」の検索スピードの比較 

バージョン テスト 
コーパス 

"the"の検索
時間 

AntConc 3.4.3 Brown (1 m) 13.11 sec 

AntConc 3.4.3 BNC (100 m) 1210.13 sec 

AntConc 4.0 Brown (1 m) 0.07 sec 

AntConc 4.0 BNC (100 m) 2.94 sec 

(m =１万語) 
 
(3) タガー（注釈つきツール）: 図２は開発さ
れた「TagAnt」のスクリーンショットを示す。 
「TagAnt」は英語以外にフランス語、ポルト
ガル語、ドイツ語などの言語に対応している。 

図２ 「TagAnt」のスクリーンショット 

 
図３は開発された「ClawsAnt」のスクリーン
ショットを示す。 「ClawsAnt」はイギリスの
ランカスター大学で開発された英語対応の
CLAWS タガーのポータブル化されたもので
ある。CLAWS は世界一の正確さを持つタガー
と知られている。 

 

図３ 「ClawsAnt」のスクリーンショット 

 
図４は開発された「SegmentAnt」のスクリー
ンショットを示す。「SegmentAnt」は日本語・
中国語などのアジア言語に対応している単
語分け・タガーツールである。 

 

図４ 「SegmentAnt」のスクリーンショット 
 
今回の開発したツールはすべて以下のサイ
トで公開されている。  
http://www.laurenceanthony.net/software.html 
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